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Today, analyses of Asian countries’ society and economy have become increasingly important; thus, the 
need for micro data on Asian countries’ official statistics is also increasing. The International Official 
Statistical Micro Database is a data archive for micro data on some Asian countries’ official statistics 
established by the Statistical Information Institute for Consulting Analysis (Sinfonica) and the 
Research Organization of Information and Systems in Japan. The database includes resampling 
official micro data on household income and expenditures for Southeastern and Southern Asian 
countries as well as a user’s manual on these micro data. These micro data were supplied after 
resampling. Endeavoring to compile unique user’s manuals is of particular significance. This article 
mainly provides a brief overview of the effort of this official statistical micro data archive.  
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Ⅰ はじめに
立教大学社会情報教育研究センター（CSI）政府統計部会では、日本及び海外のミクロ統
計データの調査・研究に関心を払ってきた。本論文は 2015 年 12 月 16～21 日に開催され
た、第 7 回公的統計のミクロデータ分析国際ワークショップ（以下、国際ミクロ WS）への
坂田助教（17～18 日）、鈴木学術調査員（21 日）による出張報告がベースとなっている。 
近年日本では国際ミクロデータの活用に研究者たちの注目が集まりつつある。特に、国
際的にも注目されているアジア地域（特に東南アジア）ではそのニーズが高まっている。


























ミクロデータの利用環境の整備は欧米が先行してきた。計 82 ヵ国から 1960 年以降のセ
ンサスデータ 277 個（個体レコード数は約 6 億 1400 万）を収集しているミネソタ大学人口
センタ （ーMinnesota Population Center）の IPUMS-International（Integrated Public Use 
Micro-data Series, International）1)や 46 ヵ国から集められた所得支出関連ミクロデータ
を管理しているルクセンブルク国際データセンタ （ーCROSS-NATIONAL DATA CENTER 
in Luxembourg：旧称 Luxembourg Income Study）の LIS（Luxembourg Income Study 
Database）2)、約 760 の大学、政府機関などが加盟している ICPSR（Inter-University 




























［論文］海外公的統計のミクロデータ利用に向けた取り組みの現状  (25) 
国際ミクロ統計データベースに関する研究集会は、これまで何度か行われてきている。
2015 年だけでも 3 月 15 日に統計数理研究所で行われた研究集会「アジア諸国の世帯統計
ミクロデータの統合利用の研究」が挙げられるほか、9 月に行われた統計関連学会連合大会
（岡山大学）でもセッションが組まれている 6)。 
























2006 年インドネシア社会経済調査（National Social Economic Survey）、2009 年スリラン
カ家計支出調査（Household Income and Expenditure Survey）、2007 年タイ世帯の社会
経済調査（Household Socio-Economic Survey）、2006 年ベトナム生活水準調査（Household 






































よって資料間での記述に矛盾が生じていた事例も指摘されている（The Institute of 
Statistical Mathematics and Statistical Information Institute for Consulting and 









Ⅲ 第 7 回公的統計のミクロデータ分析国際ワークショップ 
上述の「国際ミクロ統計データベース」整備の一環として、国際ミクロ WS が開催され
てきた。今回著者たちは、2015 年 12 月 16 日から 21 日に開催された第 7 回目の国際ミク
ロ WS に参加することが出来たため、以下では、第 7 回国際ミクロ WS での取組について
紹介する。
1．ワークショップの概要 
第 7 回国際ミクロ WS は、統計数理研究所において、情報・システム研究機構データ中
心科学リサーチコモンズ「人間・社会データ」プロジェクトと統計情報研究開発センター
の共催で開催された。国際ミクロ WS は、2010 年 3 月に第 1 回が開催されて以降、毎年開
催されてきた（2010 年のみ 2 回開催）。第 5 回より、今回の第 7 回国際ミクロ WS と同様
の形式で行われるようになっている。
第 7 回国際ミクロ WS では、プロジェクトやミクロデータ全般に関する報告、各国のミ
クロデータを使った分析結果の報告などがなされただけでなく、招待されたカンボジア、
タイ、ネパールの統計局職員より、提供されたデータの紹介、および事前に送付されてい







今回使用されたのは 2009 年カンボジア社会経済調査（Socio-Economic Survey）、2011
年タイ世帯の社会経済調査、2003-2004 年ネパール生活水準調査 II（Living Standard 
Survey II）の 3 調査のミクロデータである。これらの調査は、いずれも調査員による聞き
取り調査形式で行われている。国際比較分析には、国際ミクロ統計データベースで提供さ
れているミクロデータと同様に抽出率 80%で再抽出されたリサンプリングデータが使用さ
れた。再抽出後のサンプルサイズは、2009 年カンボジア社会経済調査で 9,577 世帯、2011





















1) IPUMS-International ホームページ https://international.ipums.org/international/ov
erview.shtml（2015 年 12 月 27 日閲覧）参照。 
2) ルクセンブルク国際データセンターホームページ http://www.lisdatacenter.org/（2015
年 12 月 27 日閲覧）参照。 
3) ICPSR ホームページ http://www.icpsr.umich.edu/icpsrweb/landing.jsp（2015 年 12
月 27 日閲覧）参照。 
4) KUMA ホームページ http://www.rieb.kobe-u.ac.jp/kuma/hyogo/index.html（2015 年
12 月 27 日閲覧）参照。 
5) 労働政策研究・研修機構ホームページ「JPILPT データ・アーカイブ」http://www.jil.go.jp
/kokunai/statistics/archive/index.html（2015 年 12 月 27 日閲覧）参照。なお、2007 年ま
では一部の調査について、データを SSJDA に寄託していた。 





research/index.html（2015 年 12 月 27 日閲覧）。また以下の記述は、上記ホームページの
ほか、Ito (2015)、及び、『アジア地域貧困問題研究用の世帯統計ミクロ統計データベースの
編成とその解析 2012 年度研究成果報告書』https://kaken.nii.ac.jp/pdf/2012/seika/C-19_1/8 
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